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１ 様式２－１（研修対象教員「自己評価表」）作成上の留意点 
 
 
(1) 作成時期と提出先  ※ 『手引』Ｐ5・6、17～21 参照 

 研修前年度の３月初旬（事前の自己評価）と研修年度の２月初旬（事後の自己評価）に作成し、校
長へ提出する。 

 
(2) 採用年度・在職期間等 
Ａ 採用年度について 
・福島県に採用された年度を記載する。 
Ｂ 在職期間について 
・在職期間と現任校勤務年数は、研修年度末現在とする。 
・国立、公立または私立の学校の教諭として在職した期間を通算した期間とする。 
・『研修講座案内』『中堅教諭等資質向上研修の手引』にある在職期間の計算方法に基づいて記載す
る。 

・育児休業等で除算される期間がある場合は、その期間を除いて記載する。 

Ｃ 年齢について 
・年齢は、研修年度末現在とする。 
Ｄ 特記事項について 
・在職期間中に、育休等の期間が引き続き１年以上あるときは、その期間を記載する。 
・他県等での在職期間があるときは、その期間を記載する。 

 
(3) 学習指導等に関する項目等 
Ｅ 平均値とレーダーチャートについて 
・５段階の評価欄に「○」を入れると平均値が自動計算され、レーダーチャートにも表示されるので、
自己目標の設定等に役立てる。 

 

Ｅ 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 
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２ 様式２－２（校長による評価表）作成上の留意点 
 
 
(1) 作成時期と提出先  ※ 『手引』Ｐ5、6、17～21 参照 

 研修対象教員から様式２－１（研修対象教員「自己評価表」）を受け取った後、研修前年度の３月
（事前の校長評価）と研修年度の２月（事後の校長評価）に作成し、「研修計画書」（あるいは「研
修報告書」）と共に市町村教育委員会へ３部提出する。提出期限は、事前の校長評価は５月第２週末、
事後の校長評価は２月第４週末とする。 
 なお、校長に異動または退職等があった場合には、前任者の評価表を参考にし、新たに着任した校
長が改めて事前の評価を行う。この場合の評価年月日は４月以降になる。 
 
※ 研修対象教員が異動となる場合は、校長は新任地の校長に対し、様式２－１（自己評価表）と様
式２－２（校長による評価表）を送付する。新任地の校長は、それを参考にし、改めて事前の評価
を行う。この場合の評価年月日は４月以降になる。 

 
(2) 校長による総合所見の評価年月日について 
Ｆ （事前の校長評価）評価年月日について 
・校長に異動や退職等がない、あるいは研修対象教員に異動がない場合は、前年度の年月日を記載す
る。例 令和○年３月○日 

・校長や研修対象教員に異動等がある場合は、４月以降の年月日を記載する。 
Ｇ （事後の校長評価）評価年月日について 
・すべての研修が終了した日以降の年月日を記載する。 

 
(3) その他 

 Ａ～Ｅについては、前ページ（様式２－１作成上の留意点）を参照する。 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 
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３ 様式２－３（研修計画書）作成上の留意点 

 

  ※ 『手引』Ｐ5・6、11～16 参照 

(1) 評価に基づいた研修実施の方針等 

Ａ 記入内容について 

・校長による研修実施の方針を記載する。研

修者の目標等を記述する箇所ではないこ

とに注意する。 

(2) 校外研修 

Ｂ 実施月日について 

・本研修は４月から翌年２月末までの間に

実施することになっているが、２月第４

週末が報告書等の提出期限になっている

ため、その前に研修が終わるように計画

する。 

・教育センターのＷｅｂサイトにある研修

講座要項及び各校の研究公開等の案内か

ら実施月日・曜日を確認し、正確に記載す

る。 

・「社会体験研修Ⅰ」は、受入企業・施設等

から週休日を研修日として指定された場

合を除き、原則平日に実施する。時間帯も

通常の勤務時間に準ずる。実施日が確定

していない場合も「未定」とはせず、予定

日を記載する。 

・選択研修の「その他専門的な内容の研修」

については、週休日以外に実施される研

修、また福島県内で行われる研修に限る。 

・選択研修における「１日」とは、５～６時

間相当とする。午前や午後のみは該当し

ない。 
 

Ｃ 会場について 

・研修を実施する施設・学校名等を記載する。 

例）「○○○学校」 

・「社会体験研修Ⅰ」については、域内を原則とし、企業名（社会福祉施設等名）とその所在地を記

載する。 

 例）五月株式会社（福島市） 

※「企業」とは原則として民間企業とする。また、教育関係の職種は避ける。 

・「その他専門的な内容の研修」は、福島県内で実施されるものとする。 

 

Ｄ 研修名・内容等について 

・悉皆研修については、研修名のみ記載する。 

・選択研修については、研修名と内容等を記載する。 

 

Ｅ 講師・指導助言者等氏名について 

・研修内容及び研修時間ごとに、指導を受ける指導助言者名（校長、副校長、教頭、主幹教諭、生徒

指導主事、研修主任、学年主任、国語科主任、養護教諭、指導主事等）を、職名（校務分掌名）と
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ともに記載する。 例）研修主任 福島 一郎 

・未定及び不明の場合は「職名のみ」「空欄」でよいが、報告書では記載する。 

校外研修の選択研修で… 

１ 福島県教育センター及び特別支援教育センターの「専門研修」の受講を希望する場合 

・所定様式を指定期日までに市町村教育委員会へ１部提出する。 

２ 「道徳、特別活動コース別選択研修」の受講を希望する場合 

・様式４（「道徳、特別活動コース別選択研修」受講者報告書）を５月第３週末までに市町村教育委員会へ１部提

出する。提出をもって受講決定となる。 

(3) 校内研修 

Ｆ 実施月日について 

・４月から翌年２月末までの間に、他の研修日と重複しないように計画し、実施する。ただし、２月第

４週末が報告書等の提出期限になっていることを考慮し計画する。 

・「未定」「５月中旬」「５～７月」などとは記載せず、実際に校長、副校長及び教頭から指導を受け

る予定日を明記する。 

・校内研修は、すべて課業期間（授業日）に計画する。夏季・冬季休業中には実施できないことに注意

する。 

 

Ｇ 「授業力の向上研修」の研修名・内容等について 

・「①研修対象教員による授業研究」「②示範授業者による研究授業の参観」「③その他授業力の向上

に関する研修」の区分が明確になるように記載し、①②については教科名を、③については研修内容を

明記する。また、実施日数が不足しないこと、研究授業の教科・領域に偏りがないことにも注意する（す

べて教科とならないようにする）。 

例）①研修対象教員による授業研究（国語） 

  ③その他授業力の向上に関する研修（教材研究） 

 

Ｈ 「教育課題の実践研修」の研修名・内容等について 

・教科指導以外の分野について実施する。研修内容は、『中堅教諭等資質向上研修の手引』【表１】（Ｐ

13）を参考にしながら研修者の実態やニーズに応じて設定し、校内の教職員が講義等を行う。 

・研修者個々に応じた研修であるため、「生徒指導」「教育課程編成」などの定例の会議などは、研修

としては適さない。 

 

Ｉ 「パイオニア研修」の研修名・内容等について 

・『中堅教諭等資質向上研修の手引』（Ｐ12）にある視点を参考にしながら、教科指導・生徒指導・学

級経営等にかかる特定の課題を設定し、継続的に実施する。計画書を提出する段階で研究課題を決定し、

以下の例を参考にしながら計画書に記載する。 

例）研究課題「生徒指導の機能を生かした学級経営」 

   ○課題設定・研究計画立案 

   ○文献・理論研究 

   ○中間まとめと報告 

   ○最終まとめと報告 

・研修者個人が研究課題を設定して行う研修であるため、「生徒指導」「現職教育」「教育課程編成」

などの定例の会議や校務分掌としての業務などは、研修としては適さない。 

 

4



４ 様式２－４（研修報告書）作成上の留意点 

 
 
(1) 提出期限と提出先 
 前ページ（様式２－３研修計画書作成上の留意点）を十分に踏まえて作成し、「パイオニア
研修のまとめ」を添付して、２月第４週末までに市町村教育委員会へ３部提出する。 
※「校長による評価表」「社会体験研修実施報告書」「校外における選択研修実施報告書」も
併せて各３部提出する。 

 
(2) 確認項目 
Ａ 実施月日に関して 
□ 実施日は、４月から２月末までの間になって
いるか。 
□ 実際に研修を実施した月日を正確に記載して
いるか。 
□ 実施日に重複はないか（同日に二つの研修が
行われていないか）。 
□ 校内研修の実施日は、課業期間（授業日）にな
っているか。 

 
Ｂ 会場に関して 
□ 実際に研修を実施した施設・学校名等が記載
されているか。 

□ 「社会体験研修Ⅰ（Ⅱ）」については、企業名
（社会福祉施設等名）とその所在地を記載して
いるか。 

□ 「その他専門的な内容の研修」は、福島県内で
実施されたものか。 

 
Ｃ （校外研修の）研修名・内容等について 
□ 研修名と主な内容を正確に記載しているか。 

 
Ｄ （授業力の向上研修の）研修名・内容等について 
□ ①～③の区分が明確になるように記載されて
いるか。（①～③については前ページ参照） 

□ ①②については教科名を、③については研修
内容を明記しているか。 

□ 研究授業の教科・領域に偏りはないか（すべ
て 

 教科は不可）。 
 
Ｅ （教育課題の実践研修の）研修名・内容等について 
□ 教科指導以外の分野について研修している
か。 

□ 定例の会議などを研修としていないか。 
 
Ｆ （パイオニア研修の）研修名・内容等について 
□ 研究課題及び主な内容が記載されているか。 
□ 定例の会議などを研修としていないか。 

 
Ｇ 日数について 
□ 研修を実施した日数を記載しているか。 
□ 指定された研修日数以上を記載しているか。 

 
Ｈ 講師・指導助言者等氏名について 
□ 指導助言等を行った者の職名（校務分掌名）・氏名を記載しているか。 
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５ その他の提出物 

 
 

(1) 様式２－５（社会体験研修実施報告書） 

 「校長による評価表」「研修報告書」「校外における選択

研修実施報告書」と共に、２月第４週末までに市町村教育委

員会へ３部提出する。校外研修の選択研修で「社会体験研修

Ⅱ」を実施した場合は、Ⅰ（悉皆研修）とⅡ（選択研修）そ

れぞれの報告書を提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 様式２－６（校外における選択研修実施報告書） 

 「校長による評価表」「研修報告書」「社会体験研修実施

報告書」と共に、２月第４週末までに市町村教育委員会へ提

出する。１研修につき１枚作成し、各３部提出する。 
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